「君は奇跡」　パブロ・カザルス

ごしょごしょ通信 No.23　　2001年12月1日
著名なチェロ奏者、パブロ・カザルスが子どものために書いたという詩を紹介して、今年の通信をおしまいにしたいと思います。私自身は、この詩は大人が読むべき詩だと思いました。幸せというのは、別に有名になるというのではなくて、みんなが自分で自分のことを決め、納得できる人生を生きられること。そして、子どもたちが安心してその可能性ためすことができる世界にするために、大人たちは働かなければならないということでしょう。大人たち自身のためにも。では少し早いですが、よいお年をお迎え下さい。
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この宇宙で、ぼくらは毎秒、あたらしい刻を生きている。

二度とはくり返せない、自分自身のときを。

･･･ではぼくらはこどもたちに、何を教えているだろう？

2たす2が4だと、パリはフランスの首府だと。

かれらが何ものであるか、いつぼくらはおしえるのだろう。

ひとりひとりに、ぼくらは言わねばならない。

君は自分が何ものか知っているかい？

君は驚異。

君は二人といない。

過ぎ去ったいつのときにも、君と同じこどもはいなかった。

君の足、君の腕、君の器用な指、君が動くそのやり方。

君はシェイクスピアに、ミケランジェロに、ベートーベンになるかもしれない。

君は何ものにもなれる可能性を持っている。

そう、君は奇跡。

ならば君が大きくなったとき、同じように奇跡である

他のひとを傷つけることができるだろうか？

君は努力しなければ、ぼくら皆が努力しなければ。

世界を、そのこどもたちに、値するものにするために。

